
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画に基づく
令和７年度実施施策の取組状況について



令和７年度実施施策
○公共交通計画に記載の１５の施策のうち、速やかに実施が可能な１３の施策について取り組む。
○特に「施策1−1 運転士の確保による便数の維持・改善」、「施策5−1 沿線一体となった地
域資源の磨き上げ・ＰＲ」、「施策７−２ 鉄道事業再構築実施計画の策定等」の3つの施策に
ついては、重点施策として取り組む。

進捗状況（R7.10.31）目 標取組内容施 策

 採用活動の状況
・沿線内外37校へリクルー

ト活動を実施（高校生対象）

・合同企業説明会へ参加
（熊本市、出水市）

・高校生採用の２次募集を
実施（社会人対象）

・通年募集、説明会/就職
フェア参加、鉄道フェア
等でのリクルート活動

・自衛隊早期退職者向け
説明

・ふるさと納税相談窓口
登録

 運転士数の状況
R8.3時点 23名の見込
（R7年度 研修中）４名
R8.4時点 採用見込７名※

（大卒2名/高卒4名/中途1名）

※R9年度運転業務予定

 定期列車の減便
解消、観光列車
おれんじ食堂及
び臨時列車の運
行再開が可能な
人数を確保
（10名）

 合同説明会等（会社説明会、合同企業説
明会）へ積極的参加

 肥薩おれんじ鉄道社員の待遇改善検討
 年度中途採用の通年実施
 高校/短大/専門学校/大学との連携

求人情報提供、訪問説明、見学等受入
 運転免許取得者の養成数の拡大
 自治体の支援により、運転士確保の取組

を支える。
 他の鉄道会社からの運転士等の派遣協力

依頼
 鉄道会社離職者への復職（再雇用）案内

【施策１－１】
運転士の確保によ
る便数の維持・改
善

重点施策の取組状況

R9.4～R8.4～R8.3末

33名（＋6名）27名（＋4名）
※年度中の退職予定者 1名

23名

運転士数の見込み状況（通常運行に必要な運転士数：37名）

取
組
方
針



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 「おれんじ食堂」等
ホームページの改修
・観光列車/企画列車
旅行商品情報を拡充

（R8年度公開予定）
 沿線旅行商品「美食

切符」の拡充
（R7.7.1実施済）
宿泊付商品販売の開
始（日奈久/水俣/

出水/薩摩川内）

 ホームページやSNS
を活用した沿線周遊
情報を掲載・発信
（観光情報ホーム
ページ整備）を実施

 １日フリー切符＋観
光施設商品内容の拡
充（食・温泉・観光
施設・宿泊・二次交
通等）を実施

 観光素材をテーマ、ストー
リー等でつなげ、周遊ルート
の提案を行う。

 １日フリー切符と観光施設の
組合せ等、沿線めぐり商品
（美食切符なないろプラン
等）の内容拡充と販売強化を
行う。

【施策５－１】
沿線一体となった地域資源の
磨き上げ・ＰＲ

【今後のスケジュール】
 12月上～中旬

・再構築実施計画を
国土交通省へ申請

 1月中～下旬
・国土交通大臣認定

 2月上旬
・社会資本総合整備

計画を国土交通省へ
提出

 R8年度
・社会資本整備総合

交付金活用

 R8年度からの社会資
本整備総合交付金の
活用を目指す

 鉄道事業再構築事業実施計画
を作成し、12月を目途に国土
交通大臣の認定を受ける。

 沿線市町が作成している、ま
ちづくり／観光等に関する計
画において、まちづくりや観
光における戦略の一つとして
「肥薩おれんじ鉄道の活用」
を位置付け、そのための実効
性ある取組を記載するため計
画等の見直しを実施。

 社会資本整備総合交付金を活
用するため社会資本整備総合
計画を作成。

【施策７－２】
鉄道事業再構築実施計画の策
定等

改訂時期計画名市町

R8.3
（予定）

八代市過疎地域持続
的発展計画

八代市

R7.9第6次水俣市総合計画
実施計画

水俣市

R7.9第3期芦北町総合戦略芦北町

R7.9

R8.3
（予定）

第3期津奈木町まち・

ひと・しごと創生総合
戦略

津奈木町過疎地域持
続的発展計画

津奈木町

R7.8阿久根市過疎地域持
続的発展計画

阿久根市

R7.10第二次出水市総合計
画後期基本計画

出水市

R8.3
（予定）

薩摩川内市過疎地域
持続的発展計画

薩摩川内市
沿線市町のまちづくり等計画の策定状況 →



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 鉄道と並行する路線
バスの共同経営事例
として「JR四国牟岐
線と徳島バス」につ
いて情報収集を実施

（二社にヒアリング）

 他社事例ヒアリング
の実施

 バス等との連携・共同経営に
向けて、他社事例等の情報収
集を実施。（事例：JR四国と
徳島バスの共同経営）

【施策1-2】
交通事業者間の連携・共同経
営による運行の効率化

 R6年度
・委託事業により

各駅二次交通を
調査、整理済

 R7年度
【二次交通に関する

自治体の実施施
策】

・出水駅⇔ツル観察
センター往復タク
シーの運行
（R7.11～）

・水俣駅カーシェア
リングサービス
（ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾄﾖﾀ連携

R7.4～）
・阿久根駅横トヨタ

カーシェアリング
サービス
（R7.5～）

 沿線自治体の二次交
通情報の整理

（駅から接続する
交通手段、ダイヤ
等）

 肥薩おれんじ鉄道沿線の路線
バス、タクシー、デマンド型
交通について、事業者・自治
体と連携し、情報交換及び集
約を行う。

【施策2-1】
多様な関係者の参画による二
次交通の改善

その他施策の取組状況



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 インバウンド専用1
日フリー乗車券
「1day/2day train 
pass」のデジタル乗
車券販売準備中

（R8年度販売開始
予定）

 新規Maas対応企画乗
車券の販売開始（１
種類以上）

 MaaS対応乗車券種類の拡充を
検討、着手

【施策3-1】
サービスの改善による利便性
向上

 「切符の買い方、乗
り方」等の動画制作
予定（R7年度）

 駅設置のデジタルサ
イネージを活用し英
語・繁体字の字幕付
き放映を開始予定

（R8.3月開始予定）
 水俣高校生徒と連携

し、水俣駅待合室を
学習スペースに改修。

（R7.5月実施済）
 米ノ津駅待合所に出

水商業高校生徒らが
ペイントを実施

（R7.4月実施済）
 各有人駅に両県サイ

クルツーリズム協議
会政策のサイクリン
グマップを設置予定

（R8.3月頃予定）

 有人駅及び乗降者数
の多い10駅を優先的
に実施

 学生利用の多い駅を
中心に需要と改善方
向性を検討し、対象
駅の選定を実施

 有人駅７駅（パンフ
レット設置可能駅）
にマップ等を配布す
るとともに既存レン
タサイクルの貸出台
数110％を目指す

 駅における列車の乗車方法・
乗換え等の案内、二次交通の
案内、観光案内等をデジタル
サイネージや紙ポスター掲出
にて強化（デジタルサイネー
ジを活用した多言語対応）

 駅の状況に応じた待合所の環
境改善（机と椅子を設置した
ワークスペース）

 サイクルトレインを活用した
観光促進のため、サイクル
ツーリズム観光マップを駅に
設置、駅レンタサイクルの活
用を提案。

【施策3-2】
駅の施設・設備等の改善によ
る利便性の向上



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 沿線の各種計画にお
れんじ鉄道の関連性
を記載済
→R7年度以降の方向

性については今後
協議予定

 自治体のまちづくり
計画等におれんじ鉄
道の関連性記載

 R6年度自治体ヒアリ
ングを基にR7年度以
降の方向性協議

 駅周辺の賑わいを創出する為、
自治体のまちづくり計画に
沿って、駅と他機能施設（コ
ミュニティ施設等） と複合
化を検討する。

【政策4-1】
他分野機能・拠点の集約によ
る駅の賑わい創出

 ツル観察センター
（出水市）やオイス
ターバル（津奈木
町）等と連携したチ
ケット商品のデジタ
ル販売に向けた検討
を実施（JRおれんじ
ぐるりん切符等との
連携等）

 パートナーズクラブ
会員516名の居住地
別、年齢別の属性
データを整理
→会員数拡大に向け

た施策を次年度に
向け検討

 デジタル乗車券によ
り沿線観光と連携し
たチケットを造成
（１種類以上（試験
的に実施））

 現在のパートナーズ
クラブの会員の属性
分析

 商業施設・観光施設の割引等
をセットにした企画切符等を
販売する。

 パートナーズクラブの会員を
分析

 パートナーズクラブ協力店の
広告枠活用制度検討（協力店
のメリット改善）

【施策5-2】
お出かけ先と連携した交通と
他事業の相互利用

その他施策の取組状況



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 線路設備
レール/分岐器/マク
ラギ更新/道床バラ
スト補充等

 土木設備
橋梁、トンネルの
計画的修繕

 建築設備
老朽化した建築物
修繕・撤去
上田浦駅トイレ撤去

（R7.11）
 電路設備

信号設備、通信設備
の更新

 原動機・変速機の計
画的更新

※その他
R7.8大雨による
被害（八代ー日奈
久温泉）からの
設備復旧作業を
R8年度にかけて
実施

 将来の列車運行に適
応した適切な設備機
能の改善を図り、安
定かつ安全な運行を
めざす

 線路設備の修繕・更新
 電路設備の修繕・更新
 車両の修繕・更新

【施策7-1】
老朽化設備の更新・機能向上



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 不動産事業者と売薬
に向けて協議中

 遊休地４ヶ所のうち
少なくとも２ヶ所を
売却

 遊休地売却益の見込まれ４ヶ
所を，不動産事業者と連携し，
売薬を実施

【施策8-1】
経費の節減等

 定期列車への団体乗
車利用、貸切団体利
用者数は減少傾向

（R7.10時点）だが、
小学校修学旅行等の
貸切列車は優先的に
運転士を確保し貸切
列車運行を実施

 通学定期券（前年比）

売上：約122.5％
人員： 93.1％
（9月末時点）

 通勤定期モニター事
業見直し中

 「シルバー定期」の
周知に向け、自治体
広報誌に掲載を依頼
予定

 小口利用・貸切利用
の学校団体数・R6年
度より増加

 通学定期券収入
：100％以上

 通勤定期利用者ニー
ズ把握

 いきいきシルバー定
期券収入
：100％以上

 子どもや利用したことのない
住民等を対象に乗り方教室等
を実施

 自治体と連携し、通学定期券
の購入促進策等の実施検討

 通勤利用を促進するためのモ
ニター事業を実施

 高齢者への情報発信ツールと
して、利用方法、施策等を公
共施設等に設置

【施策9-1】
肥薩おれんじ鉄道の利用促進

その他施策の取組状況



進捗状況（R7.10. 31）目 標取組内容施 策

 日奈久温泉ー佐敷間
開業100周年記念事
業（R7.4.12）を佐
敷駅で開催

 水俣駅リニューアル
10周年記念企画
（R7.4.29）
水俣駅待合室の学習
スペース整備/おる
がんと商店×水俣高
校カフェ営業/写真
展

 八代高校（八高未来
創造塾）によるイベ
ント「八高生が繋げ
る地域の輪～おれん
じマルシェ」開催
（R7.11.3）

 川内駅ネーミングラ
イツの新規獲得
（R7.8.1）

「株式会社川北電工
～この道も これから

の未来も 夢や希望

を胸に 川北電工」
 観光列車おれんじ食

堂のJR九州指宿枕崎
線への特別運行実施
（R7.9.19-20）

 地域と連携した主催
イベントを年１回以
上の実施

 沿線イベントへの出
展（体験等）や協力
を年３回以上実施

 ネーミングライツ新
規対象駅を３駅増や
す（合計６駅）

 他社事例のヒアリン
グ及び情報収集

 両県の利用促進協議
会事業の施策や鉄道
利用促進内容の広報
誌発信回数の増加

 沿線学校の学生が企画・実行
するイベント等、地域と連携
した肥薩おれんじ鉄道に親し
む機会づくり

 沿線イベント等と連携し、子
どもの鉄道体験コンテンツ
（ミニトレイン等）提供によ
る機会づくり

 パートナーズクラブ会員の増
加や協力施設の拡大

 鉄道施設設備等に対するオー
ナー制度の導入を検討（マク
ラギ、吊り革等）

 ネーミングライツ対象駅の拡
大

 自治体広報誌等によるＰＲの
強化

【施策9-2】
住民等が肥薩おれんじ鉄道に
親しむ仕組みづくり


